
No 名称 現在名称 県 設計者 竣工年 用途

301 米子市公会堂 米子市公会堂 鳥取 村野藤吾 1958 公会堂

302
（日本国有鉄道）勝田電車区電車
庫

東日本旅客鉄道株式会社（JR東日本水戸支社管轄）・
勝田車両センター検修庫		

茨城
国鉄新橋工事事務所建築課 + 
FKK（協力）

1961 電車庫

303
水上ビル（豊橋ビル･大豊ビル･大
手ビル）

水上ビル（豊橋ビル･大豊ビル･大手ビル） 愛知

豊橋ビル：小原建設株式会社
大豊ビル：豊橋市（当時：建築課
）
大手ビル：愛知県（当時：建築部
住宅建設課）

1964～1967 店舗･住居･事務所

304 ホテル奥道後 奥道後壱湯の守 愛媛 根津耕一郎（根津建築事務所） 1969 ホテル

305 FU Building＋GA gallery GAギャラリー 東京 ⼆川幸夫＋鈴木恂建築研究所 1972/1983 店舗

306 町田郷土資料館 町田市立博物館 東京
RIA建築綜合研究所（山口文象
）

1973 博物館

307 岩崎美術館 岩崎美術館　本館・管理棟・工芸館 鹿児島 槇文彦 1979/1983/1987 美術館

308
八ヶ岳美術館（原村歴史民俗資料
館）

八ヶ岳美術館（原村歴史民俗資料館） 長野 村野・森建築事務所 1979 博物館, 美術館

309 西武園ゆうえんち 西武園ゆうえんち 埼玉 池原義郎 1984-85 準用工作物

310
球泉洞森林館（球磨村森林組合
林業資料展示施設）

球泉洞森林館（球磨村森林組合林業資料展示施設） 熊本 木島安史＋YAS都市研究所 1984 資料展示館

311 サントリーホール サントリーホール 東京
佐野正一（安井建築設計事務
所）

1986 コンサートホール

312 藤沢市湘南台文化センター 藤沢市湘南台文化センター 神奈川 長谷川逸子・建築計画工房
1989 

（市民シアターは1
990年）

こども館（プラネタリウム含む
）／市民センター／公民館／

市民シアター

2026年発表「日本におけるモダン・ムーブメントの建築」新規選定リスト

1



No 名称 現在名称 選定理由

301 米子市公会堂 米子市公会堂

米子市制施行30周年を記念して建てられた公会堂で、市民の寄付も建設費に充当された「市民手作りの文化の殿堂」として呼び親しまれる市民の記憶を彩ってきた
建築である。交差点角地に建ち、敷地奥にホールを置いて、この後方に接続するように幹線道路に接道して管理棟を配置し、管理棟前を駐車場、ホール前を広場に
して来場者と演者の動線を隔てる機能的な配置計画を採る。加えて、迫り上げた客席下部にホワイエを収めて省空間化を図り、ここに現れる柱梁架構に加えて、側壁
を吊り構造とするダイナミックな造形美と合わせてモダニズムの建築原理を基調とする。壁面に山陰地方特有の石州瓦を塩焼きタイルに焼成して外装材に用い、ホー
ル棟の側壁と屋根に緩やかに湾曲させた造形を連続させ、後に1960、70年代へと独自の展開を示す村野藤吾の作風につながる過程を伝えることに注目できる。1980
年に施された改修でも村野藤吾が関与し、創建時のデザインを損なわないように臨み、かつディテールに新旧の「村野好み」が併存するようになったことも特筆される
。
設備更新の必要性から存廃問題が生じ、さらに耐震強度不足も判明するが、米子市民の1/3に近い署名を集めるなど市民団体による積極的な存続活動が展開され
た。市が実施した市民アンケートの結果も踏まえて継承されることになり、市民団体が寄せた提言に基づき、村野藤吾の建築意匠を守りながら耐震性能と設備改修を
充足する改修が2014年に施された。市民が主体的に関わり継承されてきた事績よりリユースの好例として評価できるものといえる。

302
（日本国有鉄道）勝田電車区
電車庫

東日本旅客鉄道株式会社（JR東
日本水戸支社管轄）・勝田車両セ
ンター検修庫		

勝田電車庫は、戦後国鉄の技術革新を体現するPC連続シェルの優れた適用例であり、構造＝意匠の統合、作業性・保全性・安全性を同時に満たす総合設計が際立
つ。ハイサイド採光とリング梁通路、端部厚肉の滴縁などの要素は機能美として結晶し、産業モダニズムの文化的価値を明快に示す。1963年以降の増改築や設備更
新は可逆的・付加的で、1961年本体の構成・比例・光の原理は良好に保持され、現役施設として地域の交通基盤と雇用に寄与している。技術史・建築史・産業遺産の
各観点から希少性と真正性が高く、履歴の可読性も確保されている点は評価が大きい。以上より、本建築は日本における近代建築の到達点を示す基準作であり、極
めて重要である。

303
　水上ビル（豊橋ビル･大豊ビ
ル･大手ビル）

　水上ビル（豊橋ビル･大豊ビル･
大手ビル）

水上ビルは、豊橋駅前に位置し、全長約800ｍの都市的なスケールをもった板状の建築群で、豊橋ビル（1棟）、大豊ビル（9棟）、大手ビル（5棟）の計15棟で構成される
。暗渠化された牟呂用水の上に立地しているため、既存の用水路の形状に沿った屈折した全体配置が特徴である。水上ビルで実践された鉄筋コンクリート造による共
同建築は、沼津市本通防火建築帯のように、この時代の新しい「都市美」として意識されたものでもあり、本建築群が生み出す景観は地域性、時代性が重層したもの
であるといえる。さらに、組合、一般企業、豊橋市、愛知県といった異なる立場の母体が協働しながら事業を推進し、この地域における経済活動や地域コミュニティの
核となる場所を目指した点で、社会的な意義がある。また、水上ビル建設の背景には、戦後直後に豊橋駅前に出現した闇市があり、豊橋市の戦後復興期から高度経
済成長期までの都市形成の変遷とも深い関わりがあることから、地方における戦後都市形成史を理解する上で重要な都市的建築であると位置づけられる。以上のこ
とから、水上ビル（豊橋ビル、大豊ビル、大手ビル）は、DOCOMOMOJapan選定建築物としての価値を十分に有した建築群であると結論付けられる。

304 ホテル奥道後 奥道後壱湯の守

松山市の郊外の山中に建設された温泉付きの巨大リゾートホテル。愛媛県を拠点とする造船会社、来島どっく（現・新来島どっく）の新事業の一環で計画されたもので
、新たに温泉を掘り当て、この地に「奥道後」と名付け、建設されたホテルである。石手川の上流の川に面した細長い急な斜面に敷地があり、その地形と川の流れに
合わせ、全長350mの7階建てという巨大な建物が蛇行しながら建っている。160室程度の宿泊室を備え、新幹線（1編成400m）の駅舎のような長さと規模を持つホテル
である。
1階から5階までは鉄筋コンクリート造であるが、一般的なラーメン構造を用いず、建物の細い幅の中央付近に2本の柱を建て、そこから4.2mずつ両側へ張り出す、高
速道路の高架橋のような断面構造を持つ。それを積み上げる形で1階から5階までの床を支えている。6階および7階は、軽量化とさらに両側に張り出すスパンを必要と
するため、鉄骨造となっている。外壁は、壁面部分はALC版、窓面はアルミの鋳物製の窓枠で支えている。
建物を地形に沿いながら建物を配置し、多数の来館者の動線処理を中心に平面を構成しており、抽象性の高い直線的なデザインでまとめているなど、モダニズムの
理念と方法で全体をまとめているが、この場所に適した構造が考案されている点には、形式化したモダニズムではなく、創造的なモダニズムに基づいていると言える。
1960年代ならではのダイナミックで創造的なモダニズム建築の事例だと言える。
根津耕一郎は、30歳代前半から大阪を拠点に活躍した建築家である。このホテル奥道後も30歳代で実現させたものであり、若い建築家の圧倒的な構想力が当時の
社会で高く評価されたことを体現している。根津は特に1960年代から70年代にかけて目覚ましい活躍を見せたが、現存する代表作は数少なくなっている。このホテル
奥道後は現存する根津の作品としては最も重要で、希少性の高いものである。

305 FU Building＋GA gallery GAギャラリー

FUB は 1972 年に、写真家・建築批評家⼆川幸夫（1932-

2013）⽒の⾃宅やスタジオ、アトリエ等として建てられ、竣⼯後も断続的に変更が加えられていた。そして、1983 年に⻄側の空地部分に GAG の増築が⾏われ、FUB 

にあった半屋外の 3 層吹抜空間を内部化した GA 

ギャラリーとしてオープンした。鈴⽊恂⽒は、落ち着きある「良質なモダニズム」のデザインを継承し、⾃然光の導⼊とスキップフロアにより、シークエンスのある豊かな

モダン・ムーブメントの空間を具現化した。

306 町田郷土資料館 町田市立博物館

町田市中心部の多摩丘陵地帯に建つ町田郷土資料館は、1958年の市制施行以後、急速に進むベッドタウン化によって破壊されて行く地域遺跡の緊急調査と発掘遺
物の保護管理・散逸防止を目的に建設計画が始まり1973年に竣工・開館した、鉄筋コンクリート造地下1階、地上2階の施設である。外観は、丘陵地の地形に溶け込
むようにデザインされ、建物の南・東・北側は斜面に削って建物全体を埋め込み、接道側の西面は壁面を花崗岩の乱張りとし、屋根は地形に馴染むように緩い勾配・
深い軒先の屋根を架けている。設計者はRIA建築綜合研究所で、山口文象の晩年の作品にあたる。また、文化庁建造物課が設計監修に参加していることから、施設
の計画に際しては文化財を保有する博物館等施設の建築計画、防災、保存環境を指導してきた半澤重信氏の建築計画技術が反映している可能性が高い。1970年代
から全国で始まる地方自治体の郷土資料館というビルディングタイプの初期の作品であり、東京都の独立型の郷土資料館としては、前川國男が設計した世田谷区立
郷土資料館（1964）とともに、モダニズム建築家が設計した数少ない郷土資料館として価値が高い。文化庁建造物課の監修を受け、著名なモダニズム建築家であるRI
A（山口文象）が東京近郊を舞台に郷土資料館という新しいプログラムを地域のランドスケープと結びつけて建築意匠に昇華した、1970年代の優れたモダニズム建築
の一つといえる。
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307 岩崎美術館
岩崎美術館　本館・管理棟・工芸
館

岩崎美術館、岩崎美術工芸館は、建築家槇文彦がヴィラをイメージし、岩崎與八郎のプライベートコレクションを個人邸で鑑賞するような空間を創出した。展示室には
マッキントシュのウィロー、コルビュジエのLC1、ジオ・ポンティのスーパーレジェー等の椅子が配置され、個人宅のリビングルームの様相を呈している。一方、現在はオ
ープンされていないが、エントランスのオマージュとして設けられたクロス十字の鉄骨をくぐり庭園彫刻庭園を巡ると、岩崎美術館のシークエンスを体感することが可能
である。自然光を導入するために設けられた上部の鉄骨とガラスのキューブは、この岩崎美術館のデザインの特徴となっている。北西に配置された管理棟別館は、ピ
ロティ状の通路で結ばれ、館長室・学芸員室があり、地下通路で結ばれている岩崎美術工芸館は、湾曲したキャノピーや格子状のスクリーンが設けられ、美術館とは
一部異なったデザインを見ることができる。槇文彦の70年代のデザインからの移行期のデザインを、３つの建築とランドスケープから体感できる貴重な場所である。

308
八ヶ岳美術館（原村歴史民
俗資料館）

八ヶ岳美術館（原村歴史民俗資
料館）

八ヶ岳美術館（原村歴史民俗資料館）は、原村出身の彫刻家・清水多嘉示の作品寄贈を契機として、1980年に当時全国的にも珍しい村立美術館として開館した、村
野藤吾晩年の美術館建築である。八ヶ岳連峰西麓の標高1,350mのカラマツ林の中に、既存樹を残しながら半円形平面と半球型ドームのヴォリュームを連続させて建
つ。寒冷地での工期短縮を図るため、東京の工場で製作した重量11トン以下のプレキャスト・コンクリートのドーム屋根を現場で組み上げる合理的な施工が採用され
たが、内部の長さ約40mの一続きの展示室には、PCドームの形状を活かしてレースカーテンを絞り吊りした天井が掛けられ、間接照明と自然光に満たされた包み込ま
れるような柔らかな展示空間を実現している。合理的な工業化生産と象徴的・装飾的な空間表現とを矛盾なく統合した本作は、設計時87～88歳であった村野藤吾の
自在な造形思考が結実した晩年の傑作のひとつであり、また地域の彫刻家を顕彰し縄文時代の考古資料を併せて展示することで地域文化の拠点となるなど、日本の
近代建築の地域的展開を示す重要な事例として2010年度にJIA25年賞を受賞している。

309 西武園ゆうえんち 西武園ゆうえんち
これまで建築家が手がけることがなかった遊具を含めた遊園地の全体計画に及ぶプロジェクトである。特にメリーゴーランドは、虚構と装飾というモダニズム建築とは
無縁であった要素を、構造と機能を手がかりに結びつけポストモダンへの橋渡しとなる地平を切り拓いた。また、工業化による既製品が中心となった時代に、町工場で
作らざるを得ないスチールワークの工芸的な可能性を存分に引き出している。

310
球泉洞森林館（球磨村森林
組合林業資料展示施設）

球泉洞森林館（球磨村森林組合
林業資料展示施設）

球泉洞森林館は日本の近代建築における技術・社会・文化の価値を複合的に備えた稀有な作品である。急斜面に建てられた７つの半球ドームは無型枠トラスウォー
ル工法によって構築され、外周の円形梁と柱、交差部の補強配筋など高度な技術が投入された。建設地が平地造成より経済的な崖地であったことも建築的解答とな
り、木製気密建具や間伐材の活用により森林資源の価値を示す社会的役割を担った。自然光を採り入れる開放的な内部と水晶のようなドーム群は、歴史への深い造
詣と情報技術を融合させる木島安史の美学を体現しており、1985年には日本建築学会賞作品賞を受賞している。2012年の豪雨災害で休館したが、建築自体は良好
に保たれ、地域住民の記憶と景観に深く根付いている。技術革新と地域振興を両立させたこの建物は、モダンムーブメントの遺産としてDOCOMOMO選定に十分値す
る。

311 サントリーホール サントリーホール

⾚坂六本⽊地区再開発「アークヒルズ」の核となる⽂化施設として、屋上を緑化した広場状の空地として計画された、2000 

名を収容するクラシック専⽤コンサートホールである。国内ではじめてのワインヤード型の空間に、壮麗なパイプオルガンと浮かぶ透明な反射板が、インテリアとして、

今なお斬新なデザインとして⾼く評価できる。また、その⾳響と意匠の維持と機能向上を、『変えないリニューアル』をテーマに実施している点から、再⽣事例としても特

筆に値する DOCOMOMO Japan 選定のインテリア空間として位置づけられる。

312 藤沢市湘南台文化センター

湘南台文化センターは、長谷川逸子・建築計画工房の設計により1989年に開館し、1990年10月の市民シアター完成をもって全体計画が完結した複合公共文化施設
である。本作は、長谷川が提唱した「〈第二の自然〉としての建築」を具体化した代表作の一つであり、主要諸室を地下に収める一方、地上に球体群、水景、ブリッジ、
植栽を展開することによって、都市の中に回遊性を備えた立体的公共空間を形成している点に特徴がある。また、計画地が整備以前に地域住民の多様な日常的活
動を受容する「原っぱ」として機能していたことに着目し、その利用実態を文化センターの空間原型として再解釈した点も重要である。さらに、公開プロポーザル当選後
も市民との対話を継続し、展示、運営、ワークショップ、市民シアターの可変的舞台空間を含めて施設内容を発展させたことは、本作の社会的意義を高めている。以上
より、本作は、技術・社会・文化の諸側面を総合的に統合した、1980年代末日本における公共建築の新たな方向を示した作品として評価される。


